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破裂音はやはり重要なポイントとなる（たとえば，K.H. Lee & Jung 1999，趙 2007）。も
う一つの分野は，借用語音韻論である。朝鮮語には日本語からの借用語が多くある。そ
れらの借用語が朝鮮語においていかに受容されているかは，音韻論において重要な関心























［小倉 1953 からの再引用］，梅田 1989，李翊燮他 2004，趙・呉 2004）ことが多い。しかし，厳密に言
えば濃音は声門閉鎖音でも放出音でもないため，この記号はあくまでも便宜上のものとして理解されるべ
きである。Ladefoged & Maddieson（1996: 56），Shin（2000），T. Cho et al.（2002）などでは，濃音に対し[*]
を右肩につける表記法を用いている。この記号は，適切な音声記号がない音に対して説明を付して用いる
ものとして，ラディフォギッドが提案しているものである（ラディフォギッド 1999: 334f. 参照）。本稿で
も，濃音に対してはこの記号を用いることにする。 
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有声音の VOT を比べれば，無声有気音＞無声無気音＞有声音という結果になる。 
日本語，朝鮮語ともに，VOT に関しては多くの先行研究がある（日本語：Homma 1980，
杉藤 1996，朝鮮語：Lisker & Abramson 1964，C.-W. Kim 1965，1970，Han & Weitzman 1970， 
Hardcastle 1973，Hirose et al. 1974，Kagaya 1974，朴 1982，T. Cho et al. 2002）。日本語と
朝鮮語の両言語を扱ったものとしては，Shimizu（1996），H.-J. Lee（2000）がある。表 1








ことがある。日本語の有声音と近い VOT 値をとる音は，朝鮮語には見られない。 
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/b/  -89 (-65:-125) -22
/d/ -35 -50 -78 -75 (-40:-135) -26
/g/  -38 -68 -75 (-35:-125) -12
/p/  41 (15:65) 31
/t/ 25 28 33 30 (15:50) 34
/k/  68 51 66 (50:100) 48















/p*/ 7 (0:15) 10 12
/t*/ 11 (0:25) 11 12
/k*/ 19 (0:35) 22 (18:28) 28 (25:33) 23 21
/p/ 18 (10:35) 31 46
/t/ 25 (15:40) 20 54
/k/ 47 (30:65) 59 (50:72) 57 (42:70) 49 66
/ph/ 91 (65:115) 86 55
/th/ 94 (75:105) 85 63
/kh/ 126 (85:200) 116 (105:127) 100 73







いて正の VOT 値が観察されるという。 
朝鮮語の VOT に関しても，世代差と地域差が指摘されている。Silva（2006）は，ソウ
ル方言における世代差を分析した。それによれば，年代が下がるほど激音の VOT が短く
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なり，平音の VOT が長くなるという。その結果として，1960 年代後半以降に生まれた
話者では，激音と平音の VOT の分布がほとんど重なっているという結果が得られている。 


















子音の喉頭調節が後続する母音の F0 に影響を与えることは，一般音声学において   
広く知られている。例えば，無声の阻害音（破裂音，破擦音，摩擦音）は後続母音の F0
を高め，有声の阻害音は後続母音の F0 を低める傾向がある（Lehiste 1970: 71ff.，Beckman 
1986: 126ff. 参照）。この現象は，日本語にも観察される（Kawasaki 1983，Shimizu 1996）。 
朝鮮語における子音の F0 への影響は，朝鮮語の音響音声学的研究の初期から指摘がな












日本語と朝鮮語の破裂音 ― 音響音声学的研究の概観 ―                       宇都木 昭 
                                             
F0 への影響は音韻化しているとし，第 1 音節の音調は，平音で始まる場合は L 音調，激
















日本語と朝鮮語における子音の F0 への影響を比べるには，2.1 節でも取り上げた
Shimizu（1996）が参考になる。Shimizu の研究では，子音に後続する母音の始端部と定




                                                  
2 L，H は Low，High の頭文字をとったもので，それぞれ低音調，高音調を意味する。すなわち，平音で






4 Shimizu の論文では，日本語に関しては男女とも被験者がいるが（男性 3 名，女性 3 名），朝鮮語に関し
ては男性しかいない。ここでは比較のため，女性の日本語話者のデータは省略することにする。 
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の F0 への顕著な影響がみられるようである。Kenstowicz & Park（2006）は，慶尚北道お




る5。図 2，3 は，2 名の話者における kaul [kaɯl]（秋），ttalki [t*alɡi]（イチゴ），moki [moɡi]
（蚊）という 3 つの単語の F0 曲線である。このうち kaul と ttalki は本来 LH という音調
型を持つと考えられる単語であるのに対し，moki は本来 HH という音調型を持つと考え
られる単語である6。図 2 の話者（1982 年生まれ，男性，馬山市出身）においては，kaul
も ttalki も第 1 音節が低く第 2 音節が高い F0 曲線となっているのに対し，moki は第 1 音
節と第 2 音節の高さがほとんど同じである。この点は，kaul，ttalki は LH であり moki は
HH であるという，先行研究にもとづく音調型の推定と矛盾しない。ただし，第 1 音節中
央部の F0 の絶対的な値を 3 単語で比べると，ttalki の高さは kaul よりも moki の場合にむ
しろ近い。これは濃音の影響である可能性がある。ただし，極めて微細な傾向であり，
より精密な検討が必要となる。一方，図 3 の話者（1986 年生まれ，女性，昌原市出身）
においては，より顕著な濃音の影響が観察される。ttalki の第 1 音節は kaul の場合と比べ
て顕著に高いのみならず，moki の場合と比べても高くなっている。 






6 L は低音調，H は高音調を意味する。本来の音調型の推測は，先行研究における当該方言およびその周辺
の方言の音調記述にもとづく。たとえば，Kaul の音調は，Gim（2002a:31）における昌原方言の記述と Gim
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図 2：慶尚南道馬山・昌原方言における kaul [kaɯl]（秋），ttalki [t*alɡi]（イチゴ），moki [moɡi]


































図 3：慶尚南道馬山・昌原方言における kaul [kaɯl]（秋），ttalki [t*alɡi]（イチゴ），moki [moɡi]









T. Cho et al.（2002）は，朝鮮語に関し，VOT と F0 に加え，破裂エネルギ （ーburst energy）
を測定している。それによれば，破裂エネルギーは，激音で最も大きくなるという。 
T. Cho et al.はこのほかに，破裂音の直後の母音における第 1 倍音と第 2 倍音の振幅の
差（以下，H1-H2），および直後の母音における第 1 倍音と第 2 フォルマントの振幅の差
（以下，H1-F2）を測定している。なお，H1-H2 と H1-F2 は，発声（phonation）と関係
があることが知られている（Stevens 1999，Johnson 2003 参照）。H1-H2 は息漏れ声（breathy 
voice）で大きくなり，きしみ声（creaky voice）で小さく（負の値に）なる。また，H1-F2
は，声門の内転が急激であるほど小さくなる。 
T. Cho et al.の測定においては， H1-H2 と H1-F2 に関してはともに，平音＞激音＞濃音
という結果が得られている。この結果は，平音に後続する母音では息漏れ声で声門の内
転が緩やかに進むのに対し，濃音に後続する母音ではきしみ声で声門の内転が急激であ
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3.1 節と 3.2 節にまとめる。また，その他の特徴については，3.3 節にまとめることにす
る。 
 


















1974，Shin 1997: 125ff）。ただし，Kagaya（1974: 168）や Shin（1997: 125ff）において，一部
の被験者に関して，語中の母音間で完全な有声化が生じない変異が報告されている。3 名の
被験者を用いた Shin の実験において，このような現象は 1 名に観察されたという。Shin はこ





                                                  
7 ここでの「外破」とは，「舌が硬口蓋に接触して破裂音を作ってから後続の母音が始まるまでの部分」（杉
藤 1996:271）のことである。後続母音の始まりが声帯振動の開始部を指すのか，（第 1 ないし第 2）フォル
マントの開始部を指すのかは明らかではない。 
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 /t/ /k/ 
 語頭 語中 語頭 語中 
話者 1 28 (0.88) 19 (0.20) 68 (1.77) 31 (0.49)
話者 2 33 (0.52) 18 (0.27) 51 (1.16) 33 (0.61)
 
表 4：Shin（1997）における語中の歯茎音における激音と濃音の VOT の平均値。 
 /th/ /t*/ 
話者 1 58.54 14.90
話者 2 54.76 14.99









確認されている（Han 1962，Homma 1981，Kawahara 2005）。 
朝鮮語においては，閉鎖時間は平音＜激音＜濃音の順に長くなることが，多くの実験結果
から明らかになっている（例えば，Silva 1992，Shin 1997, Pae et al. 1999）。しかし，Cho & Keating
（2001）によるエレクトロパラトグラフィ（EPG）8を用いた研究によれば，激音と濃音の閉
鎖時間には，有意な差はないという。平音の閉鎖時間が短いことに関しては，平音が語中の
                                                  
8 EPG は，舌の口蓋への接触を調べるための生理音声学的手法である。接触する部位と接触時間を調べる
ことができる。 
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母音間で有声音として現れることを考慮すれば，有声音の閉鎖時間が短いという一般音声学
的な傾向と矛盾しない。 
S.-M. Lee（1991，Ito et al. 2006 から再引用）は，日本語と韓国語の語中破裂音の閉鎖時間
を比べている。ここでは，発話速度の影響を避けるため，前接する母音との比率を算出して




表 5：S.-M. Lee（1991，Ito et al. 2006 からの再引用）における日本語と朝鮮語の語中破裂音
の閉鎖時間の比率。閉鎖時間の比率は，先行母音の持続時間を V1，閉鎖時間を CL とすると
き，CL/(CL+V1)により算出。 
日本語 朝鮮語 
有声音 無声音 平音 激音 濃音 











1950 年代から 60 年代にかけてなされた英語の研究により，他の条件が同じならば，有声子
音に前接する母音は無声子音に前接する母音よりも長いことが明らかにされている（House 
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このような T. Cho & Keating の研究結果をふまえれば，これまで見てきた語頭と語中の特
徴の違いは，韻律構造の音声への影響という，より一般的な効果の一部を示すものとみるこ
とができるだろう。このような韻律構造と音声的特徴との関係は，朝鮮語のほか，英語，













                                                  
9 Jun の韻律モデルについては，Jun 自身の論文（Jun 1993）のほか，宇都木（2005, 2007）を参照されたい。 
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